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・ 日に発表された１月のドイツＩｆｏ企業景況感（ 年＝ の指数）は前月差▲ ポイント。

４ヶ月連続で低下し、 年２月以来の水準に落ち込んだ。落ち込みを主導したのは、５ヶ月連

続で低下した先行き判断。単月の落ち幅としては 年８月以来となる▲ ポイント、 年

月以来の水準に落ち込んだ。これは現系列が発表される 年以降でみると、 年の世

界的な金融危機時を除けば、 年と 年と並ぶボトム圏。現状判断も４ヶ月連続で低下、

年２月以来の水準に落ち込んだが、こちらは歴史的にみれば高水準を維持している。

・ 業種別の現状判断（ゼロが分岐点）は、サービス業（＋ →＋ ）と卸売業（＋ →＋

）のプラス幅が拡大した一方、製造業（＋ →＋ ）、小売業（＋ →＋ ）、建

設業（＋ →＋ ）のプラス幅が縮小。業種別の先行き判断は、製造業（▲ →▲ ）、

卸売業（▲ →▲ ）、小売業（▲ →▲ ）のマイナス幅が拡大、建設業（＋ →▲

）がマイナス圏に転落、サービス業（＋ →＋ ）のプラス幅が縮小した。

・ 日に発表された１月のドイツＰＭＩは、製造業が 年 月以来の 割れを記録した一方で、

前月に 割れ目前に迫ったサービス業が切り返し、業況下支えに寄与した。だが、今回のＩｆｏ

の業種別計数では、内外需部門を問わず、先行き判断の慎重化が目立つ。ＰＭＩの雇用判断も

徐々に水準を切り下げており、良好な雇用・所得環境が景気を下支えするシナリオに黄信号。
■ドイツ：Ｉｆｏ企業景況感 ■ドイツ：業種別の先行きの業況判断
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